
 

 

  

 

 

健保クイズ ≪医療と健康保険の問題≫ 

健康保険組合連合会 

「みんなで解こう！医療と健康保険の問題」より抜粋 

 

次の問題文を読み、続く設問に答えなさい。 

 

日本全体の医療費のうち約   A   割が７５歳以上の 

高齢者の医療費です。 

自己負担を除いた高齢者の医療費の内訳は、約１割が   B   、約４割が    C   、 

約５割が   D   です。 

現在の日本の医療費は毎年   E   円規模で増加しており、それを支える健康保険制度の崩壊が 

心配されています。その理由のひとつがこの高齢者医療費の増加です。 

 

【１】空欄    A   と   E   に入る数字として適切なものを選びなさい。 

A ・・・ ①３     ②４      ③６        ④８ 

E ・・・ ①１０億   ②１００億   ③１，０００億   ④１兆 

【２】空欄    B       C       D   には「税金」「現役世代の負担」「高齢者の保険料」   

のいずれかが入る。適切なものを入れなさい。 

【３】下線部について、続く設問に答えなさい。 

（１） 医療費が増えている理由として適切なものをすべて選びなさい。 

① 高齢者数の増加   ② 医療の高度化   ③ 人口減少 

（２） 制度の崩壊が心配される理由のひとつに、○○○○の急激な減少が上げられる。 

○○○○に入るものは何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健保ホームページのご案内】          健保ＨＰ スマホ用ＱＲコード 

身体や心の相談ができる 「ダイワボウ健康相談室」 もご覧いただけます。 

スマートフォンからも見やすくなっておりますので、ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

【 回答と解説 】 

【１】回答  A・・・②４  E・・・④１兆 

●２０２２年の医療費総額は約４７兆円、そのうちの４割の約１８兆円が７５歳以上の高齢者の医療費です。 

【２】回答  B・・・高齢者の保険料  C・・・現役世代の負担  D・・・税金 

●高齢者医療は税金と現役世代によって支えられています。 

【３】（１）回答・・・① ② 

●高齢者は若い人より受診する回数が多いため、一人当たりの医療費が年間約９７万円と、 

７４歳以下の２５万円と比べて約４倍です。そのため、高齢者の増加は医療費の増加につながります。 

超高額な医薬品の登場や医療技術の進歩も医療費上昇の原因となります。 

【３】（２）回答・・・現役世代 

●高齢化と同時に少子化が進み、現役世代が急激に減少します。増加していく高齢者医療費に対して、 

それを支える現役世代一人当たりの負担がどんどん増えてしまうのです。 

健保だより 
 

令和 7年 2月 10日号 
 

※ダイワボウ労働組合「組合新聞」第 1102号 

（令和 7年 2月 10日発行）に掲載の 

「健保とあなた」と同じ内容です 

 

   


